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我々を取り巻く環境をめぐる状況は近年, 地球
温暖化, オゾン層破壊など, 日々深刻化しており,

環境問題に配慮した廃棄物処理への対応は我々が
直面し, 解決すべき重要な課題の一つである. 宮
崎県は国内でも有数の食糧生産地域であるが, 農・

豚排泄物へのワイン粕給与の影響
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宮崎県畜産試験場, 1)南九州大学健康栄養学部, 2)宮崎大学農学部食品機能化学講座,
3)カルピス㈱, 4)九州・沖縄農業研究センター

(2009年11月26日 受理)
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畜・水産業においては環境保全型あるいは自然循
環型の環境負荷の小さいリサイクル社会を構築す
る必要性が高まり, 排出される廃棄物や残渣の積
極的な利活用が強く求められている (阿部他
2000).
南九州における農林水産業廃棄物の有効利用に
関する報告として, カンショ茎葉中のポリフェノー
ル類などの有効成分 (平良他 2007) やその機能
性に関する報告 (石黒他 2007) ばかりでなく,
家畜の飼料として焼酎粕 (小野寺他 2000�中尾
他 2001) やカンショ茎葉 (竹之山他 2007�竹之
山他 2008��竹之山他 2008�) を与えた例なども
いくつか報告されている.
地域の特色を生かすために, 宮崎県内には現在
３箇所のワイナリーがあり, 年間約540ｔのワイ
ン用ブドウを利用しワイン製造が行われており,
今後もブドウ生産並びにワイン製造を拡大する傾
向がある. ワイン製造過程で発生するブドウを絞っ
た後の果皮や種子部分である残さ, つまり ｢ワイ
ン粕｣ は, 現状では委託処理によりたい肥化又は
焼却処理されており, その殆どが有効に活用され
ていない. このようなバイオマスを家畜飼料とし
て有効的に利活用することにより食品リサイクル
が行われ地域資源の循環型活用が可能であり, 環
境負荷への低減効果, さらにはワインと食肉の生
産およびブランド化による相乗効果により農業,
畜産地域の活性化が期待できる.
ワイン粕中にはポリフェノールをはじめ, 有機
酸や酵母由来のタンパク質, ビタミン類, 食物繊
維などが含まれ, 特にブドウ種子に含有されるポ
リフェノールであるプロアントシアニジンには,
ヒトにおいて体内抗酸化作用, 酸化ストレス予防
作用, 腸管免疫亢進, 脂質改善, 腸内細菌叢改善
および排せつ物の臭気抑制 (有井 2000) などの
様々な作用を有することが報告されている.
一方消費者は, 健康的な家畜から生産された
｢健康的｣ で, ｢おいしく｣ ｢環境にやさしい｣ 食
肉を求めており, 地産地消により食文化の創造に
大きな影響を与える. これらのことから, 上記ワ
イン粕を家畜の飼料として利用可能であれば, 宮
崎ならではの特色ある豚肉作りの一端として, 県
産ブランド豚肉である ｢宮崎ハマユウポーク｣ の
さらなる差別化ができ, 農業, 畜産地域である南
九州地域の活性化に貢献できると考えられる.

さらには, 宮崎県内における畜産に起因する苦
情の約６割 (複数該当を含む) は悪臭である (宮
崎県 2008) ことから, ワイナリーから排出され
たワイン粕給与することによりこれらの機能性を
活用し, 家畜や家禽の体内環境改善と排せつ物の
臭気抑制効果により環境衛生に配慮した農業を遂
行出来る可能性が多いにあると考えられる.
そこで本研究は, ワイン粕乾燥物を肥育豚の飼
料に添加し給与することによる体内環境改善効果,
排せつ物性状および臭気抑制効果に及ぼす影響に
ついて調査し, ワイン粕有効利用の可能性につい
て検討した.

�������

��	
��

基礎飼料には, 生菌剤を除外した市販の肉豚肥
育用配合濃厚飼料を用い, ワイン粕乾燥粉末試料
は宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町産の白ワイン粕 (シャ
ルドネ種) を75 ℃で10時間の熱風乾燥を施し,
�１��に粉砕したものを用いた. 対照区として
は上記の濃厚飼料のみを用い, 試験区には上記濃
厚飼料にワイン粕乾燥粉末飼料を５％混和したも
のを供試試験飼料とした.

��
���

供試豚には, ���交雑種去勢オス豚16頭を用
い, 各８頭からなる２つの区を設けた. 肥育後期
(約75�	) より５週間, 出荷目標体重 (約110
�	) まで, 濃厚飼料(対照区)あるいは濃厚飼料
にワイン粕乾燥粉末飼料を５％混和した飼料(試
験区)を給与し, 不断給餌および自由飲水にて肥
育試験を行った.
試験開始前, 試験開始後３週目および出荷前の
３回にわたりふんと尿を採取し, 速やかに以下の
分析に供した.
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調査項目としては, ふんの性状 (水分, 有機物
割合, 灰分, 
�, �
, 悪臭物質濃度ならびに臭
気指数), ふん尿中窒素濃度, 血中尿素態窒素濃
度, ふん尿混合物の揮散アンモニア性窒素量およ
び腸内細菌叢を測定した.
悪臭物質濃度は新鮮ふん５	を密閉瓶に入れ,

35 ℃で1時間保持後, 検知管を用いて行った. 臭
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気指数は山本他 (2005) の方法に準じて, 新鮮ふ
ん５�を２�のサンプルバッグに入れ20～30 ℃で
30分放置後, におい識別装置 (���2�) を用い
て測定した. 窒素濃度はケルダール蒸留法に基づ
いた下水試験方法 (1997) に準じて分析を行った.
ふん尿混合物の揮散アンモニア性窒素量について
は, 畜産で利用される臭気対策資材の効果判定方
法 (2005) に準じて, 新鮮ふん40�および尿160
��を撹拌混和し, 培養器に全量入れ, ブロムク
レゾールグリーン・メチルレッド混合指示薬で調
整した４％ホウ酸溶液200��入れたアンモニア
捕集ビンで揮散アンモニアガスを捕集して測定し
た. 血中尿素態窒素濃度の分析は, 採血後血清分
離し, ドライケミストリー法 (富士ドライケム)
により測定を行った.
腸内細菌叢の分析は定法である ｢光岡法｣ の変
法により, 選択培地を用いて大腸菌群は���寒
天培地 (37 ℃, 20時間好気), クロストリジウム
は		寒天培地 (37 ℃, 44時間嫌気), ストレプ
トコッカスは
�
��寒天培地 (37 ℃, 44時間好
気), 乳酸桿菌は��
寒天培地 (37 ℃, 44時間嫌
気) にて培養し同定した. ビフィズス菌は�
寒
天培地 (37 ℃, 44時間嫌気) にて培養したコロ
ニーの全タイプを釣菌後, グラム染色後に検鏡に
て菌を同定した. またサルモネラは����寒天培
地 (37 ℃, 20時間好気) で培養後, シングルコ
ロニーを����寒天培地 (37 ℃, 20時間好気)
で増菌させ, 

�寒天培地およびリジン脱炭酸培
地 (37 ℃, 20時間好気) で生化学性状を確認し
陽性のものについて血清型を確定した. なお, 嫌
気性総数は��寒天培地 (37 ℃, 44時間嫌気) に
より測定を行った.
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実験によって得られた結果の両群間の有意差検
定は, 一元配置による分散分析で行った.
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試験開始３週目と出荷前のふんの水分含量を
����1に示した. 試験区では対照区に比べ３週目
で有意 (�＜0�05) に高く, ５週目でも高くなる
傾向を示した. また, ふんの有機物及び灰分割合,
��, ��をそれぞれ, ����2, ����3に示した.

これらの項目については有意な差は認められなかっ
た. ふんの悪臭物質濃度は����4に示すとおり,
３週目, 出荷前ともに試験区でやや高い値を示し
たが有意な差は認められなかった. 尿中窒素濃度
の結果は����5に示すとおり, ３週目で対照区に
比べ有意 (��0�05) に低く, 出荷前でも低い傾向
を示した. ワイン粕と同じようにポリフェノール
を含むリンゴジュース粕 (山本ら 2002) や茶が
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ら (坂井ら 2002�) の給与飼料への添加により,
ふん中の窒素量は増加し, 尿中の窒素量は減少す
ることを報告している. 本試験で用いたワイン粕
添加飼料の場合でも同様の効果があったと考えら
れた.
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ふんから発生するメルカプタン類および硫化水
素の濃度を����6に示した. 試験区のメルカプタ
ン類は対照区よりも低く, 硫化水素では対照区よ
りも高い値を示したが有意な差は認められなかっ
た. また, 臭気指数も����7に示すとおり両区間
に差はなかった. 有井 (2000) は, 人への給与で
メチルメルカプタンと硫化水素の発生量減少を報
告しており, 坂井ら (2002�) は茶がら給与で硫
化水素の発生量の減少を報告している. 本試験に
おいてもメルカプタン類はやや低い値を示してお
り, 豚でも同様の効果が期待できると考えられる
が, どちらの臭い成分も発生量自体が少なく有意
な差が生じなかったものと考えられた. ふん尿混合

物の揮散アンモニア性窒素量の分析結果を����8
に示した. 揮散アンモニア性窒素量は, ３週目,
出荷前ともに試験区で低かったが有意な差は認め
られなかった. 山本ら (2001) は, 低タンパク質
飼料の給与により, ふん尿混合物からのアンモニ
ア発生量の減少を報告している. 本試験の試験区
で用いた飼料と基礎飼料の��含量は�	�
��1に
示すとおりほとんど変わらないが, 尿中窒素濃度

松葉 賢次 他���

����������	
���
�����
�����
�������
��

�����

�
����	�����
����

��
���
���

����������	
���
�����
�����
�������
��

�����

���
������

��
���
���

����������	
����
�����
������
����
���
���
���	��
������������
��������������
�

��
���
����	���

����������	
����
�����
���������
��������

��
��
�
����	���

���� �����	
����
�����
�����
��!���

�������
�
��������������

��
���
����	���

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

A
m

m
o
n

i
a
 
N

i
t
r
o
g
e
n

 
(
m

g
/
k

g
)

Control

Treated

0

2

4

6

8

10

12

14

O
d

o
r
 
C

o
n

c
e
n

t
r
a
t
i
o
n

 
(
p

p
m

)

Control

Treated

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

A
m

m
o
n

i
a
 
N

i
t
r
o
g
e
n

 
(
m

g
/
L

)

Control

Treated

P<0.05

0

5

10

15

20

25

30

35

40

O
d

o
r
 
I
n

d
e
x

0

50

100

150

200

250

300

V
o
l
a
t
i
l
e
 
A

m
m

o
n

i
a
 
(
m

g
/
k

g
)

Control

Treated



の減少がアンモニアの発生を低減させたと推察で
きる. また, 血液中の尿素態窒素濃度は����9に
示すとおり, ３週目, 出荷前ともに有意 (�＜0�05)
に低値を示した.
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試験開始前と出荷前の腸内細菌叢の分析結果は
����10に示すとおり, いずれの区も有害菌と言われ
る���	
����
� ����������	や����������は検出
されなかった. ���
������
	, ���������
���
�は
試験期間の細菌数はほとんど変化なかったのに対し,
��
������
��������は試験区で対照区に比べ低
い値を示した. 有井 (2000) は人へのブドウ種子
ポリフェノールの給与で��
������
��������が
減少の傾向を示すことを観察している. 本試験で
も試験区において低値を示していることから豚に
おいても同様の効果をもたらす可能性が示唆され
た.

以上のことから, ワイン粕を豚へ給与すること
によって, 尿中窒素濃度, ふん尿混合物からのア
ンモニア発生量, 血中尿素態窒素が低減すること
が示された. また, 豚の腸内細菌叢を正常に保ち,

有害物質の発生を抑える可能性があることから,
｢機能性飼料サプリメント｣ として有効利用が期
待できる地域資源 (食品残さ) として活用できる
ことが示唆された.

� �

本研究では, 家畜飼料としてのワイン粕の有効
利用の可能性について検討するために, ５％のワ
イン粕乾燥粉末添加飼料を給与し, 肥育豚の排せ
つ物の性状及び臭気に及ぼす影響について調査し
た. その結果, ふんの水分は試験区が３週後で有
意に高く (�＜0�05), 出荷前で高い傾向を示した.
ふんの有機物割合, 灰分割合, ��, ��, 悪臭物
質濃度および臭気指数には顕著な差異は認められ
なかった. 尿中窒素濃度は, 試験区が３週後で有
意に低く (�＜0�05), 出荷前で低い傾向を示した.
ふん尿混合物の揮散アンモニア性窒素量も試験区
がやや低い数値を示した. また, 腸内細菌叢の測
定では��
������
��������は試験区で対照区に
比べ低い値を示し, 有害菌は検出されなかった.
以上の結果より, バイオリサイクル研究の観点
からワイン粕は家畜用の飼料として有効利用でき
る可能性が示唆され, ワイン粕給与は肥育豚の体

豚排泄物へのワイン粕給与の影響 ���
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内外環境の改善に貢献できる可能性が示唆された.

������環境, 腸内細菌叢, 排泄物, 副産
物, ワイン粕.
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本研究を遂行するにあたり, ワイン粕の提供な
らびに乾燥粉砕にご協力いただいた五ヶ瀬ワイナ
リー株式会社および有限会社ドライアップジャパ
ン関係者の皆様と, 血液の分析をしていただいた
宮�家畜保健衛生所の検査課の担当者および臭気
指数を測定していただいた財団法人畜産環境整備
機構畜産環境研究所の担当者に感謝申し上げる.
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